
JP 6275034 B2 2018.2.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧用媒体を放出するためのペンの形のペン型化粧用計量分配器（１０）であって、
　－　長手方向に延びる細長のハウジング（２０，４２，６０，６２）、
　－　ハウジングの端面における放出開口（６４）、
　－　ハウジングの内側に配置された液溜め（２６）、及び
　－　ハウジングの内側に配置されたポンプ装置であって、ポンプ装置はハウジングの側
面上に配置された作動ハンドル（４４ｃ）によって作動されることができ、ポンプ装置は
ポンプ室（４６）を有し、ポンプ室は入口側で液溜め（２６）に接続され、出口側で放出
開口（６４）に接続されている、
を含むものにおいて、
ポンプ室（４６）が、形状が可撓性の壁（４４）によって包囲され、壁の外部表面の少な
くとも一部の区域が作動ハンドル（４４ｃ）を形成すること、
　形状が可撓性の壁（４４）が、ポンプ室（４６）を周囲で包囲し、入口側（４４ａ）及
び出口側（４４ｂ）にのみ開口を有すること、
　ハウジングのうち、作動ハンドル（４４ｃ）の両側上の長手方向（１）の区域（２２，
６２，６４）が、硬質ハウジング区域であり、かつ同様の硬質接続体区域（４２）によっ
て相互接続されていること、
　接続体区域（４２）が、作動ハンドル（４４ｃ）とは反対のハウジングの側上で周囲方
向に配置された対抗面（４２ｅ）を与えること、
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　接続体区域（４２）が、形状が可撓性の壁（４４）を周囲で包囲し、かつ開口（４２ｄ
）を有し、開口（４２ｄ）を通して作動ハンドル（４４ｃ）が操作されることができるこ
と、
　液溜め（２６）とポンプ室（４６）の間に入口弁（５０）が与えられ、及びポンプ室（
４６）と出口開口（６４）の間に出口弁（４８）が与えられており、出口弁（４８）が、
形状が可撓性の壁（４４）に一体化されて形成された二つの弁リップ（４８ａ）によって
構成されていること、
　化粧用計量分配器（１０）の長さが少なくとも１２０ｍｍであり、化粧用計量分配器（
１０）の最大直径が１８ｍｍであること、
　液溜め（２６）が、カバー媒体、リップグロス又はアイシャドウ液で充填されているこ
と、及び
　ポンプ室壁の外部表面上の作動ハンドル（４４ｃ）が、使用者の人差し指（３）で使用
されることを意図され、対抗面（４２ｅ）が、使用者の親指（２）によって支持されるこ
とを意図されること
を特徴とする化粧用計量分配器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ペン型化粧用計量分配器に関する。かかる化粧用計量分配器は、主方向の範
囲に延びるハウジング、及びハウジングの端面における放出開口を含む。さらに、かかる
計量分配器は、ハウジングの内側に配置された液溜め、及びポンプ装置を持ち、ポンプ装
置は、ハウジングの側面上に配置された作動ハンドルによって作動されることができ、ポ
ンプ装置は、ポンプ室を有し、ポンプ室は、入口側で液溜めに接続され、出口側で放出開
口に接続されている。
【背景技術】
【０００２】
　かかる化粧用計量分配器は、顕著な特徴として特定の外部形状を持つ。外部形状は、ペ
ンの形状を有し、従って長さ及び直径に関して従来の万年筆などの寸法にほぼ相当する。
このタイプの化粧用計量分配器は、その外部形状デザインに関してペンに合わせられ、化
粧用計量分配器の中でも特定の役割を有する。なぜならばかかるタイプの計量分配器は、
移動のために特に手で持ちやすく、特にペンが従来保管される場所であっても保管される
ことができるからである。しかしながら、より重要なことは、それらがペンと同様に手で
案内されるときに化粧用媒体の付与時に特に高い精度を可能にすることである。かかる計
量分配器によって付与されるかかる媒体としては、例えばカバー（コンシーラー、ファウ
ンデーション）媒体、リップグロス又はアイシャドウ液が挙げられる。それらはまた、ア
イライナーのために使用されてもよい。
【０００３】
　かかる計量分配装置は従来技術で知られている。例えば、ＵＳ６２０００５５では、ペ
ンの形の計量分配器が開示され、そこでは旋回可能なハンドルがハウジングの側面上に与
えられている。ハンドルは、傾斜面を介してばね偏位されたピストンに作用し、作動時に
前記ピストンを変位する。それによって、液体の放出が起こる。
【０００４】
　実際、かかる構成は取扱いの点で満足のいくものである。しかしながら、極めて高い製
造努力及び大量生産にはコストを伴なう。特に使い捨て製品に対しては、かかる複雑な設
計は不利である。また、必要な機械システムは、スレンダーでエレガントな計量分配器を
提供するために十分にスケールダウンすることがほとんどできない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、小さな外部寸法、高い計量精度、及び低い製造コストの条件を併せ持
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つ計量分配器を提供するためにペン形状のかかる化粧用計量分配器をさらに開発すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、その目的は、ペンの形の上述のタイプの化粧用計量分配器であって、
そのポンプ室が、形状が可撓性の壁によって少なくとも複数の区域に画定され、壁の外部
表面が作動ハンドルを形成するものによって達成される。
【０００７】
　本発明によれば、提供されるものは、好ましくは液溜め及び放出開口に面する弁によっ
て両側を画定されるポンプ室がその内部容積に関して変動可能であること、ポンプ室が、
形状が可撓性の壁によって少なくとも複数の区域に画定され、前記壁がポンプ室容積を減
少するために可撓性でかつ弾性的に変形可能であることである。変形は、可撓性壁自体の
外部表面が作動ハンドルを形成することで実現され、従って使用者のためにすぐアクセス
可能である。壁は、０．５ｋＮ／ｍｍ２より小さい、好ましくは０．２５ｋＮ／ｍｍ２よ
り小さい弾性率（ヤング率）で形状が可撓性であることを意味する。
【０００８】
　本発明による計量分配器を説明する特徴は以下のように理解されるべきである。本発明
による化粧用計量分配器はペンの形状を持つ。これは、それがその主方向の範囲の方向に
おいて少なくとも９０ｍｍの長さを持つことを意味する。好ましくは、前記長さはさらに
長く、少なくとも１００ｍｍ、特に好ましくは少なくとも１２０ｍｍである。化粧用計量
分配器の最大直径は１８ｍｍであるが、好ましくはそれより小さく、特に１４ｍｍ未満で
ある。長さと最大直径の比は１４：１～８：１であることが好ましい。
【０００９】
　これらの寸法及び関係は、筆記のために意図されるペンの取扱いと同様の取扱いを可能
にする。化粧用計量分配器は、親指及び人差し指を使用して案内されることができるが、
親指と人差し指の間の湾曲部に載る。これは、計量分配器の放出開口の極めて正確な案内
を可能にし、前記特徴は化粧用媒体のタイプに依存して極めて重要である。
【００１０】
　化粧用計量分配器の側面上には作動ハンドルが与えられ、その作動ハンドルは、ポンプ
室を内部表面で画定する形状が可撓性の壁の外部表面によって形成される。ポンプ装置の
主な構成要素としてのポンプ室は、化粧用媒体の収納のための液溜めから分離して与えら
れ、ダクト（それは入口弁を有することが好ましい）を介してそれに接続される。媒体放
出の目的のためにポンプ室の容積を減少することは、作動ハンドルを変形することによっ
て、即ち化粧用計量分配器の中央軸の方向に作動ハンドルを押すことによって実施される
。意図された使用によれば、作動ハンドルは人差し指を使用して操作されることが特に与
えられる。従って、それは少なくとも複数の区域で、好ましくは２０ｍｍ～４０ｍｍで放
出開口から離隔される。これは、ペンを案内するときの人差し指の通常の位置に相当する
。
【００１１】
　本発明による化粧用計量分配器の極めて簡単な構造デザインのため、製造は特にコスト
的に効果的である。さらに、作動ハンドルによって容積が変動可能なポンプ室を含むポン
プ装置は、化粧用計量分配器の小さい構造デザインを、計量分配器の特にスレンダーな形
状に関して許容するために特に好適である。
【００１２】
　一般に、作動ハンドルを構成する、狭く制限された部分的な区域においてのみ前記形状
が可撓性の壁によってポンプ室を画定する選択肢がある。かかる構成では、ポンプ室は、
残っている周囲にわたって硬質ハウジング部によって画定されることが好ましいだろう。
しかしながら、形状が可撓性の壁がポンプ室を周囲で包囲し、入口側及び出口側にのみ開
口を有する構成が有利である。従って、かかる構成によれば、ポンプ室を包囲する壁は、
作動ハンドルのために使用される同じ弾性材料から完全に製造される。従って、ポンプ室
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の壁は、入口側及び出口側にのみ開放するチューブ状ホースに匹敵しうる。この構成のた
め、ポンプ室の封止に関する幾つかの問題は克服される。
【００１３】
　好ましくは、入口側及び出口側に与えられた弁、特に圧力安全弁があり、そこでは出口
側に、ポンプ室において過剰圧力の場合の弁開放が与えられ、入口側に、ポンプ室におい
て負圧の場合の弁開放が与えられることができる。
【００１４】
　形状が可撓性の壁がポンプ室を完全に包囲するとき、前記特徴は、出口開口を含むハウ
ジング区域がポンプ室壁の形状可撓性のために液溜めを包囲する各ハウジング区域に対し
て可動であるように本発明による化粧用計量分配器を設計することを可能にする。しかし
ながら、好ましくは、主方向の範囲に対して作動ハンドルの両側上に与えられ、従って一
方で出口開口を規定し、他方で液溜めを画定するハウジングのハウジング区域は、硬質ハ
ウジング区域であり、同様の硬質接続体区域によって相互接続される。
【００１５】
　本発明の文脈において、ハウジング区域は、もしその弾性率（ヤング率）が０．５ｋＮ
／ｍｍ２より大きい、特に１．０ｋＮ／ｍｍ２より大きいなら、硬質であると考えられる
。かかる硬質接続体区域を使用することによって得られるものは、化粧用計量分配器が作
動ハンドルを除いて大きな不変の外部形状を示すことである。これは、液体をスポットで
正確に付与するために有利である。
【００１６】
　好ましくは、接続体区域は、作動ハンドルとは反対のハウジングの側で周囲方向に配置
された対抗面を与える。対抗面は作動ハンドルへの力の１回分の用量の付与を容易にする
。なぜならば化粧用計量分配器は、指によって、特に親指によって、側面上に与えられた
作動ハンドルとはすぐ反対側で支持されることができるからである。従って、計量分配器
の使用中、好ましくは、使用者の親指は対抗面上に載り、一方作動ハンドルは使用者の人
差し指によって押し込まれる。
【００１７】
　最も簡単な場合において、接続体区域は単純なくもの巣として配置され、ホース型で形
状が可撓性の壁によって包囲されるポンプ室はそれに対して押される。しかしながら、よ
り抵抗性のある構成、従って有利な構成は、硬質接続体区域が好ましくはホース型の形状
が可撓性の壁を包囲し、かつ凹所を有し、それを通して作動ハンドルが操作されることが
できることを与える。ホース型の壁としての形状が可撓性の壁の構成の場合には、ホース
は硬質接続体区域によって構成されるスリーブ内に配置され、それは作動ハンドル自体よ
り計量分配器の側面の大きな部分をとることが好ましい。作動ハンドルを操作するため、
凹所だけが与えられ、作動ハンドルを構成する形状が可撓性の壁の到達を可能にする。か
かる構成によれば、接続体区域のためにアクセスできない可撓性壁の部分は作動時に変形
されないが、本発明の意味の可撓性壁の部分であるとなお理解される。
【００１８】
　接続体区域は、特に形状が可撓性の壁を包囲するスリーブの構成においても、形状が可
撓性の壁が組み立て中に挿入される別個の構成要素であってもよい。形状が可撓性の壁と
接続体区域が、異なる材料から作られた一体化された二つの構成要素の射出成形部品で形
成される構成が有利であることがわかった。それによって、組み立てが容易になり、計量
分配器の機能不全の危険が低下される。
【００１９】
　液溜めとポンプ室及びポンプ室と放出開口をそれぞれ互いに分離する上述の弁は、少な
くとも一つの別個の構成要素、特に弁体を含む弁であってもよい。しかしながら、特に有
利な実施形態は、少なくとも一つの弁が可撓性壁に一体化して形成された弁面によって構
成されることを与える。従って、可撓性壁（それはまた、作動ハンドルである）は、ポン
プ室の出口弁又は入口弁がそれによって形成されるという別の機能を使用する。従って、
別個の構成要素は部分的に省略されることができる。特に、可撓性壁が二つのリップを有
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し、二つのリップが弁の両側上の圧力の均衡時に接触し、ポンプ室における過剰圧力又は
負圧時に脱係合し、従って媒体の流出又は流入を許す構成が有利である。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　本発明のさらなる利点及び態様は、請求項から、及び以下の図面で示された本発明の好
ましい例示的実施形態の以下の記載から明らかになるだろう。
【図１】図１は、本発明による化粧用計量分配器を全体図で示す。
【図２ａ－２ｂ】図２ａ及び図２ｂは、図１の計量分配器のポンプ及び放出ユニットを断
面図及び分解図で示す。
【図３】図３は、図１及び図２の計量分配器の意図される操作を示す。
【図４ａ－４ｅ】図４ａ～図４ｅは、図１～図３の計量分配器の操作を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１は、本発明による化粧用計量分配器を全体図で示す。化粧用計量分配器１０はペン
型のスレンダーなデザインを有する。その長さは約１２０ｍｍである。その最も幅広い直
径は約１２ｍｍである。計量分配器の主要部分は、液溜めハウジング２０によって作り上
げられ、液溜めハウジング２０は、中空管状ハウジング区域２２、及びその中でスライド
可能に変位可能な従動ピストン２４を含み、液溜め２６を包囲する。液溜めハウジング２
０は、図２ａ及び図２ｂに別個に示されたポンプ及び放出ユニット３０によって隣接され
る。特に図２ｂから明らかであるように、ポンプ及び放出ユニット３０は、主本体４０、
入口弁ユニット５０、及び固定要素６２によって主本体４０上に固定される放出開口６４
を含む付与チップ６０を持つ。主本体４０は、二つの構成要素の射出成形部品で一体的に
接続される二つの部分構成要素から構成される。前記部分構成要素の外側のものは、硬質
合成材料から作られたハウジングスリーブ４２である。ほぼスリーブ型の部分構成要素は
、付与チップ６０に面する端上に固定要素６２を固定するための戻り止め肉厚部４２ａを
有する。液溜め２６に面する反対端上で部分構成要素は、一方で、液溜め２６の中空管状
構成要素２２を結合するための戻り止め手段４２ｂを持つ。他方で、前記部分構成要素は
、入口弁ユニット５０の収納のために役立ちかつ内側に面する戻り止め溝４２ｃを持つ。
【００２２】
　入口弁ユニット５０は、戻り止め係合を作るために周囲戻り止めリング５２ａを配置さ
れた貫通路（図示せず）を与えられたインサート５２から構成される。弾性的に変形可能
な傘形状の弁体５４は前記インサート内にラッチ止めすることができ、その弁体５４は弁
体５４の変形まで貫通路（図示せず）を閉鎖し、それによって貫通路の開放が主構成要素
４０内の負圧によって起こる。
【００２３】
　ハウジングスリーブ４２の内側にはホース型の構成要素４４が挿入される。その構成要
素４４は弾性的に変形可能な合成材料から作られ、上述の態様でハウジングスリーブ４２
と一体的に形成される。構成要素４４はその端面４４ａ，４４ｂにおいてだけ開き、端面
４４ａは入口弁５０の方向に向けられ、端面４４ｂは付与チップ６０の方向に向けられて
いる。ホース型体４４はポンプ室４６を包囲する。前記ポンプ室４６によって液体をポン
プ輸送する目的のため、ポンプ室４６の内部容積が減少されることができる。その目的の
ため、凹所４２ｄがスリーブ体４２に与えられ、それを通して弾性的に変形可能なホース
型体４４が図２で点線で示されたように変形されることができる。凹所４２ｄを通して到
達されることができるホース型体４４の外部表面４４ｃは、計量分配器１０の作動ハンド
ルを構成する。
【００２４】
　付与チップ６０に面するポンプ室４６の出力側には、出口弁４８が与えられ、それは二
つの弁リップ４８ａによって形成され、その弁リップはホース体４４の一体部品として形
成される。弁リップ４８ａは、それらがポンプ室４６における過剰圧力によって分離され
るまでポンプ室４６に近づくように接触し、それによってポンプ室４６から付与チップ６
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０に、従って放出開口６４に入口を解放する。
【００２５】
　図３は、本発明による計量分配器１０の操作を示す。計量分配器はペンと同様に保持さ
れ、従ってそれは人差し指３、親指２及び中指４によって案内される。従って、ペンは親
指２と人差し指３の間の湾曲部５に載る。この保持方法は、放出開口６４が着実に案内さ
れることができ、従って化粧用媒体のスポットでの正確な放出がなされることを確実にす
る。図３で明確にわかるように、作動ハンドル４４ｃの位置は、ハンドルが従来通り人差
し指を使用して操作されることができ、一方ペンが親指２及び中指４によって支持される
ように選択される。
【００２６】
　計量分配器の機能操作は図４ａ～図４ｅを参照して示される。図４ａは、送出される状
態の計量分配器を示し、そこではポンプ室４６はまだ空である。計量分配器の使用のため
、計量分配器は、人差し指３が作動ハンドル４４ｃ上に載るように上記の態様でつかまれ
る。計量分配器１０の初めの操作のため、液体はまずポンプ室４６に供給されなければな
らない。それゆえ、作動ハンドル４４ｃは、ポンプ室４６の容積が減少されるように図４
ｂに説明されたような態様で開口４２ｄを通して押される。それによって、出口弁４８は
、空気の一部がポンプ室４６から外に流れるように開放される。作動ハンドル４４ｃを解
放すると、ホース型体４４は緩み、それによってポンプ室４６内に負圧を生成する。その
結果、出口弁４８は閉じ、入口弁５０は開き、それによって液体は液溜め２６からポンプ
室４６に吸引される。同時に、従動ピストン２４の変位がある。それによって得られた状
態は図４ｃに示されている。かかる最初の作動の多数の繰り返しで、ポンプ室４６は徐々
に液体で満たされる。
【００２７】
　図４ｄは計量分配器１０の状態を示し、そこでは前記計量分配器は、液体で既に完全に
満たされたポンプ室４６を持つ。この状態に基づいて作動ハンドル４４ｃが人差し指によ
って押し込まれるとき、閉鎖された入口弁５０により、対応する量の液体が放出開口６４
を通して放出される。ポンプ室４６の容積減少と液体放出の間の方向性は、放出開口４６
を通しての液体の極めて正確な放出を可能にする簡単な選択肢を与え、そこでは計量分配
器１０のペン型の取扱いのため、正確に希望の量が放出されることができるだけでなく、
希望のスポットであっても、特に皮膚の希望の領域で、極めて簡単な方法で放出されるこ
とができる。
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